
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外国籍住⺠の増加が進む出雲。その背景は何か、これからの出雲に
とって、どんな意味をもつのか…地域の持続性の観点から、外国⼈
受⼊れについての考え⽅を整理し、今後必要となる視点を学びます。

＊お問い合わせ・参加申し込みは…
TEL：090-3714-1892  FAX：0853-31-6247  E-mail：tabkyo-p@sky.plala.or.jp 
※参加申し込み：お名前とご連絡先をお知らせください。（8 ⽉ 18 ⽇まで） 

＊主催：NPO 法⼈エスペランサ＊ 

＊⽇時：2015 年 8 ⽉ 19 ⽇（⽔） 
18:30〜20:30 

＊場所：ビッグハート出雲・茶のスタジオ 
＊講師：⽥村 太郎 さん 
＊参加費：無料 

 いずも多文化こどもプロジェクト公開講座

＊講師プロフィール  ⽥村太郎さん
 

兵庫県伊丹市⽣まれ。⾼校卒業後、アジア、ヨーロッパ、アフ 
リカ、南⽶などを旅する。在⽇フィリピン向けレンタルビデオ店 
で勤務等を経て、1995 年１⽉阪神⼤震災直後に外国⼈被災者へ 
情報を提供する「外国⼈地震情報センター」の設⽴に参加。 

同年 10 ⽉、「多⽂化共⽣センター」への組織変更に伴い事務局⻑に就任、2004 年 3 ⽉まで
同センター代表を務めた。総務省「地域における多⽂化共⽣推進研究会」構成員として、2006
年 3 ⽉に同省がまとめた「多⽂化共⽣推進プラン」の策定に参画するなど、外国⼈が直⾯する
課題対応のための地域社会変⾰の仕組み作りを提案し続けている。 

2011 年 3 ⽉東⽇本⼤震災を受けて、被災者を NPO とつないで⽀える合同プロジェクト（つ
なプロ）、スペシャルサポートネット関⻄ の発⾜に関わり、それぞれ代表幹事、世話⼈を務め
る。また内閣官房企画官に就任し、被災地のニーズ把握や震災ボランティア促進のための施策⽴
案にも携わっている。 
 
◆主な役職：（特）多⽂化共⽣センター⼤阪・代表理事、（般財）ダイバーシティ研究所・代表

理事、（特）多⽂化共⽣マネージャー全国協議会・代表理事、など

～いずも多文化こどもプロジェクト～ 
いわゆる「外国にルーツをもつ子ども」たちが安心して成長していける環境づくりを、行政、企

業、NPO、学校、ボランティアなど、地域の多様な担い手の協働により進めます。現在、学校へ

の通訳サポーターの派遣、親子教室、子どもたちの居場所づくりなどの事業を展開しています。 

facebook ページ：https://www.facebook.com/izumo.tabunka.kodomo.p 


